
　連日暑い日が続き、公園の噴水では子どもたちが水遊び。
    北海道の短い夏。この暑さを楽しみたい。
    写真はかわなか公園の噴水で７月１日に撮影。
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！
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ま
れ
た「
初
冬
ま
き
技
術
」で
し
た
。

初
冬
に
ま
く
逆
転
の
発
想

　

ハ
ル
ユ
タ
カ
の
生
産
が
減
少
す

る
中
、
江
別
市
の
農
家
片
岡
弘
正

さ
ん
が
秋
に
こ
ぼ
れ
た
ハ
ル
ユ
タ

カ
の
種
が
冬
を
越
え
て
発
芽
し
て

い
る
の
を
発
見
。
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
春

ま
き
小
麦
ハ
ル
ユ
タ
カ
の
初
冬
ま

き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

粉
雪
降
り
し
き
る
中
、
種
ま
き

は
深
夜
に
ま
で
及
び
、
春
の
雪
ど

け
後
に
芽
生
え
て
い
た
の
は
も
や

し
の
よ
う
な
頼
り
な
い
芽
ば
か

り
。
祈
る
よ
う
に
様
子
を
見
守
っ

て
い
る
と
、
ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。
平
成
４
年
に
は

収
量
が
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
大

豊
作
。
江
別
市
農
家
の
あ
き
ら
め

な
い
果
敢
な
挑
戦
は
見
事
成
功
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
5
年
ほ
ど
を
か
け
、
栽

培
方
法
を
確
立
し
、
ハ
ル
ユ
タ
カ

の
安
定
的
生
産
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
片
岡
さ
ん
ら
は
こ
の
栽
培

技
術
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
熱
心
な

普
及
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
で
は
市
内
の
ハ

ル
ユ
タ
カ
栽
培
農
家
は
87
軒
、
作

付
面
積
343 

 ha
、
収
量
は
１
４
４
6

ゆめちから―超強力粉（パン・中華麺・ピザ生地・パスタなど）
　平成 24 年から一般栽培された注目の小麦。タンパク質を多く含み、強力な弾力
が持ち味。病気に強く、収量も多いので江別市内でも生産に取り組む農家も多い。
きたほなみ―中力粉（うどん・冷麦・ピザ生地・焼菓子など）
　製粉性に優れ、多収で穂発芽に強い日本めん用の品種。道内で最も生産量が多く、
道内小麦の作付面積で約 8割を占める（平成 25 年産）。単独では加工が難しい強
力系の小麦粉とブレンドする際にも使用される重要な小麦。
春よ恋－強力粉（パン・ピザ生地・パスタなど）
　ハルユタカにアメリカの品種を交配し、ハルユタカの欠点である赤かび病・穂発
芽の弱さを改善。多収で多く生産されている。やさしい甘味と香ばしい香りが特徴。
扱いやすくパンづくりなどにおすすめ。

ハルユタカ―強力粉（パン・ピザ生地・パスタなど）
　江別が誇る全国一の生産量を誇る小麦。弾力性と粘着
性のあるグルテンとなるタンパク質を多量に含むため、
特徴的な甘味とモチモチとした食感が魅力的。ハルユタ
カを使って焼きあがったパンは表面がカリッと中はモチ
モチ、独特の豊潤な香りと甘みが病みつきになる味だ。

江
別
は
ハ
ル
ユ
タ
カ
で
日
本
一

　

日
本
で
使
用
す
る
小
麦
の
約
９

割
が
輸
入
で
、
約
１
割
が
国
産
小

麦
で
す
。
国
産
小
麦
の
約
７
割
が

北
海
道
産
で
、
こ
の
う
ち
ハ
ル
ユ

タ
カ
は
、
国
産
小
麦
全
体
の
わ
ず

か
１
％
。
希
少
価
値
が
高
い
ハ
ル

ユ
タ
カ
の
生
産
の
約
7
割
を
占
め

て
い
る
の
が
、
江
別
市
で
す
。

　

今
や
「
江
別
ブ
ラ
ン
ド
」
に
成

長
し
た
小
麦
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
栽
培
技
術
の
確
立
や
企
業
の
技

術
を
結
集
し
た
加
工
、
ブ
ラ
ン
ド

の
立
ち
上
げ
ま
で
、
数
々
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
江
別
産
の
小
麦
は
、
必

要
と
し
て
く
れ
る
消
費
者
や
企
業

な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
江
別
産

の
小
麦
を
日
々
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
江
別
産
小
麦
を
応
援
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
？

ハ
ル
ユ
タ
カ
は
幻
の
小
麦
だ
っ
た

　

梅
雨
の
あ
る
日
本
は
小
麦
の
生

産
に
向
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
従

来
、国
産
小
麦
は
わ
き
役
で
し
た
。

し
か
し
輸
入
小
麦
の
残
留
農
薬
な

ど
に
対
す
る
不
安
や
、
顔
の
見
え

る
安
心
・
安
全
な
食
品
を
求
め
る

消
費
者
の
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
昭
和
60
年
に
念
願
の
国

産
の
春
ま
き
小
麦
ハ
ル
ユ
タ
カ
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

国
産
小
麦
で
唯
一
、
パ
ン
や
製
麺

に
向
く
強
力
粉
の
性
質
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
栽
培
が
難
し
く
生

産
は
減
少
。
い
つ
し
か「
幻
の
小
麦
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
先
細
る
栽

培
を
復
活
さ
せ
た
の
は
江
別
で
生

★今年は 4年に一度の「小麦フェスタ2014 in えべつ」が開催されます！詳細は5ページへ

地
域
で
支
え
る

江
別
ブ
ラ
ン
ド 「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」



江
別
で
作
ら
れ
、

製
粉
さ
れ
、
加
工
さ
れ
る

究
極
の
地
産
地
消
の
カ
タ
チ
。

ト
ン
と
な
り
、
ハ
ル
ユ
タ
カ
の
生

産
で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

少
量
製
粉
で

江
別
産
の
小
麦
粉
を
可
能
に

　

小
麦
の
生
産
が
増
え
る
に
従
っ

て
、
地
元
産
小
麦
に
こ
だ
わ
っ
た

製
品
へ
の
要
望
は
次
第
に
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
の

製
粉
業
界
で
は
、
製
粉
機
の
大
型

化
・
効
率
化
が
推
進
さ
れ
、
製
粉

す
る
単
位
は
原
料
25
ト
ン
が
１
単

位
。
小
麦
粉
の
く
く
り
は
「
北
海

道
産
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
23
年
創
業
の

江
別
の
企
業
、
江
別
製
粉
は
市
場

や
消
費
者
の
声
に
こ
た
え
る
た

め
、「F-ship

」
と
い
う
小
型
製

粉
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
。
こ
の
プ
ラ

ン
ト
を
使
い
原
料
０
・
５
〜
1
ト

ン
の
少
量
で
も
製
粉
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
ま
し
た
。

　
「F-ship

」
導
入
の
お
か
げ
で

個
別
農
場
や
江
別
産
に
こ
だ
わ
っ

た
小
麦
粉
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

江
別
産
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
小

雇
用
。
技
術
を
伝
え
な
が
ら
高
品

質
な
麺
の
製
造
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

製
品
の
包
装
デ
ザ
イ
ン
も
江
別

市
内
で
行
い
、
農
商
工
連
携
の
成

果
と
し
て
、
市
内
で
の
「
生
販
一

貫
」
の
製
品
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。

　

江
別
小
麦
め
ん
は
ハ
ル
ユ
タ
カ

を
50
％
以
上
配
合
と
し
、
他
の
中

力
粉
・
薄
力
粉
系
の
江
別
産
小
麦

と
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。
う
ど

ん
や
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ス
タ
な
ど
何

に
で
も
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
を
も
と
に
、
あ
え
て
素
材
を

重
視
し
た
「
江
別
小
麦
め
ん
」
と

い
う
言
葉
を
使
い
、
用
途
は
限
定

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
か
ら
10
年
前
の
平
成
16
年
、

市
制
50
周
年
の
年
に
江
別
小
麦
め

ん
が
デ
ビ
ュ
ー
。
い
き
な
り
こ
の

年
に
104
万
食
が
売
れ
、
製
め
ん
業

界
も
驚
く
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

翌
17
年
度
は

さ
ら
に
160
万
食

に
増
え
、
平
成

19 

年
度
は
300
万

食
と
な
っ
て
、

経
済
波
及
効
果

は
約
28
億
円
に

も
及
び
ま
す
。

「小麦めんマップ」で検索を！　江別小麦めんを提供しているお店を紹介した江別小麦めんマッ
プをホームページで公開しています。詳細：江別麦の会事務局（農業振興課内☎ 381-1025）

江別産の小麦のみを使っ
た小麦粉。「麦の里えべ
つ」のロゴが目印だ。

麦
製
品
を
市
内
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

産
学
官
民
の
連
携
で

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
創
作
！

　

こ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
の
が

江
別
の
す
ご
い
と
こ
ろ
。
同
じ
く

江
別
の
製
麺
会
社
「
菊
水
」
で

は
、
小
麦
生
産
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
、
江
別
産
小
麦
で
ラ
ー
メ
ン

を
作
り
た
い
と
構
想
。
提
案
を
受

け
た
産
学
官
民
を
巻
き
込
ん
だ
異

業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
「
江
別
経
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
っ
て
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

「
江
別
小
麦
め
ん
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

菊
水
で
は
製
品
開
発
の
担
当
者

が
、
コ
シ
の
強
い
讃
岐
う
ど
ん
を

学
ぶ
た
め
に
、
２
週
間
現
地
の
麺

道
場
に
通
い
、
手
作
業
の
工
程
を

克
明
に
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
、
そ
れ

と
そ
っ
く
り
の
動
き
が
で
き
る
機

械
を
開
発
し
ま
し
た
。
工
場
内
に

専
用
の
「
手
打
ち
麺
工
房
」
を
設

置
し
、
定
年
退
職
し
た
社
員
を
再

地域で支える
江別ブランド「ハルユタカ」

　大学卒業後 23 歳の時に就農し、父から農園を引
き継いで小麦を作っています。今年はハルユタカと
ゆめちからの 2種を栽培中です。
　ハルユタカは、まくのが早すぎると生育に影響が
あり、遅いと雪が積もってしまってまけない。また、
倒れやすいなど心配も多い品種で、栽培は簡単では
ありません。春先は毎日畑の様子を見に行って雪解
けの確認をして発育の様子を見守りました。
　小麦は正直で、世話を怠れば悪い結果に、丁寧に
見てやれば良い結果につながりやすいと感じていま
す。今年は 4・5 月の干ばつで収量が心配ですが、
やることはやったので、収穫を待つばかりですね。
　自分の作った小麦を出来るだけ多くの人に食べて
もらいたいと思っています。パンなどに加工された
ものをおいしいと言ってもらえれば、自分も嬉しい
んです。

　大学卒業後 23 歳の時に就農し、父から農園を引大学卒業後業後 23 歳の時に就農し、父か 農ら農園を引
き継いで小麦を作っています。今年はハルユタカとき継いで小で小麦小麦を作ってい す。今年はハルユタカます。今今年はハルハルユタカとと
ゆめちからの 2種を栽培中です。ゆめちからの 2種を栽培中栽培栽培中ですすす。。
　ハルユタカは、まくのが早すぎると生育に影響がハハルユタカは、まくのが早早すぎると生育に影影響が
あり、遅いと雪が積もってしまってまけない。また、あり、遅いと雪が積が積もってしまってまけない。また、
倒れやすいなど心配も多い品種で、栽培は簡単では倒倒れやれやすいなど心ど心心配も多い品種で、で、栽培栽培は簡単ではは簡単単では
ありません。春先は毎日畑の様子を見に行って雪解ありません。ん。春先春先は毎日畑の様子を見の様子様子を見に行 解って雪解
けの確認をして発育の様子を見守りましたけの確の確 発育の様子を見確認認をして発育発育の様の様子様子を見守守見守りま た。した。。
　小麦は正直で、世話を怠れば悪い結果に、丁寧に小麦小麦は正直で、で、世世話を怠れば悪い結果怠れ怠ればば悪いい結果果に、丁寧に結果に、丁寧に
見てやれば良い結果につながりやすいと感じていま見てやれば良ば良いい結果結果につながりやすいと感じていま
す。今年は 4・5 月の干ばつで収量が心配ですが、す。今年は 4・5 月の干ばつで収量が心配ですが、心配ですがが、
やることはやったので、収穫を待つばかりですねやることはやったので、収穫を待つばやったので、で、収穫収穫を待つばかかりですね。ばかりですすね。ね。
　自分の作った小麦を出来るだけ多くの人に食べて自分分のの作 小麦を出来るだけった小麦小麦を出来るだけ多 の人にけ多くの人人に食べて食べ食べて
もらいたいと思っています。パンなどに加工されたもら 思っています。パンなどに加工されたいたいと思っています。パンなどに加工されたた
ものをおいしいと言ってもらえれば、自分も嬉しいものをおいしいと言っても ればらえれば、 分も嬉ば、自分も嬉嬉しい
んです。んですですす。。

　大学卒業後 23 歳の時に就農し、父から農園を引
き継いで小麦を作っています。今年はハルユタカと
ゆめちからの 2種を栽培中です。
　ハルユタカは、まくのが早すぎると生育に影響が
あり、遅いと雪が積もってしまってまけない。また、
倒れやすいなど心配も多い品種で、栽培は簡単では
ありません。春先は毎日畑の様子を見に行って雪解
けの確認をして発育の様子を見守りました。
　小麦は正直で、世話を怠れば悪い結果に、丁寧に
見てやれば良い結果につながりやすいと感じていま
す。今年は 4・5 月の干ばつで収量が心配ですが、
やることはやったので、収穫を待つばかりですね。
　自分の作った小麦を出来るだけ多くの人に食べて
もらいたいと思っています。パンなどに加工された
ものをおいしいと言ってもらえれば、自分も嬉しい
んです。

小麦を生産する農家

清水 一
かずひで

秀 さん

おいしい小麦を
市民に食べてもらいたい
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小麦を生産する農家

清水 一
かずひで

秀 さん
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一
時
は
波
に
乗
っ
た
江
別
小
麦

め
ん
で
す
が
、
平
成
21
年
の
324
万

食
を
ピ
ー
ク
に
販
売
実
績
は
下
降

傾
向
に
あ
り
、
平
成
23
年
度
は

33
・
6
万
食
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。い
ず
れ
も
天
候
不
順
に
よ
り
、

原
料
と
な
る
ハ
ル
ユ
タ
カ
を
始
め

と
し
た
小
麦
が
不
足
し
た
こ
と
が

原
因
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
天
候
不
順
が

続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
収
量
が
左

右
さ
れ
や
す
く
、
栽
培
が
難
し
い

ハ
ル
ユ
タ
カ
の
生
産
が
減
少
し
、

平
成
24
年
に
一
般
栽
培
が
始
ま
っ

た
超
強
力
粉
の
秋
ま
き
小
麦
ゆ
め

ち
か
ら
の
生
産
が
伸
び
て
き
て
い

ま
す
。

　

超
強
力
粉
・
強
力
粉
の
中
に
は
、

粘
り
が
強
い
た
め
単
体
で
の
加
工

は
難
し
く
、
き
た
ほ
な
み
な
ど
の

中
力
・
薄
力
系
の
小
麦
粉
と
ブ
レ

ン
ド
す
る
こ
と
で
お
い
し
く
加
工

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
活
用
を
考
え

る
と
、
小
麦
の
品
種
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
生
産
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

江
別
産
小
麦
の
ブ
ラ
ン
ド
を
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
江
別
市
の

農
家
の
中
に
は
「
収
量
が
減
っ
て

も
ハ
ル
ユ
タ
カ
を
作
り
続
け
る
」

と
話
す
人
が
い
ま
す
。
ハ
ル
ユ
タ

カ
や
江
別
産
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品

を
作
る
企
業
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
パ

ン
屋
な
ど
の
存
在
も
江
別
産
小
麦

と
い
う
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え

て
い
る
一
つ
の
力
で
す
。

　

今
年
は
４
年
に
一
度
の
小
麦

フ
ェ
ス
タ
も
開
か
れ
、
小
麦
に
つ

い
て
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

江
別
産
小
麦
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
り
、
食
べ
た
り
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
一

緒
に
支
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

 

農
業
振
興
課
☎
381
‐

１
０
２
５

＜材料＞（直径 20cmのシ
フォン型 1台分）
黄　卵 　　80g
グラニュー糖 A　85g
サラダ油 　　50g
熱　湯 　　85ml
ハルユタカ　　115g
ベーキングパウダー　5g
卵　白 　　160g
レモン汁 小さじ 1/2
グラニュー糖 B　50g

　生地に粘りがあるので、ドラ
イフルーツやナッツなどを入れ
ると上手くまざり、いろいろとア
レンジが楽しめますよ♪

まるごと江別ぐるめの会
伊藤 智恵美さん

＜作り方＞
①卵黄をときほぐしグラニュー糖 Aを加えて、泡だて器で軽くすり混ぜる。
②熱湯にサラダ油を加えたものを①に加えて泡だて器で混ぜる。
③ふるった粉類を②に一度に入れて泡だて器をグルグルと回して、手早く混ぜる。
④冷凍庫で周りが凍りかけるまで冷やした卵白にレモン汁とグラニュー糖 Bを少々
加えてハンドミキサーの低速で軽く全体を混ぜる。
⑤卵白がほぐれたら、高速にして 4分位泡立てる。全体がもこもこと盛り上がり、ボー
ルの側面に卵白が飛び散るようになってきたら、残りのグラニュー糖 Bの半量を入
れて 30 秒ほど勢いよく泡立てる。
⑥グラニュー糖 Bの残りを加えて、さらに 30 秒～ 1分高速で泡立て、つやがあり、
先がピンと立った短い角が出来るまでしっかりと泡立てる。
⑦③のボールに⑥のメレンゲの 1/4 ～ 1/3 を加えて、泡だて器を大きく動かして手早
くかき混ぜ滑らかにしてから、メレンゲのボールに戻し入れる。ゴムべらに替えて大
きく手早く 30 ～ 35 回混ぜる。生地を型にすくい入れたら、180℃のオーブンで 30
分焼く。焼きあがったら、すぐにオーブンから出して型ごとひっくり返して完全に冷
ます。

★ハルユタカの小麦粉は市内スーパー
などで販売しています。

農家のかあさん
オリジナルメニュー

　市内には小麦めんを使ったメニューや、江別産小麦を使ったパン・お菓子などを提供しているお店
がたくさんあります。詳しくは江別観光協会ホームページや江別観光協会発行の冊子『えべつコレク
ション』（各公共機関で配布）などをご覧ください。詳細：江別観光協会（商工労働課内☎ 381-1023）

ハルユタカのシフォンケーキ

　江別の小麦事情は特殊です。
　道内では春まき小麦と秋まき小麦の作付
面積は1:10 の割合ですが、これが江別では
2:3。春まき小麦ハルユタカの生産を守り続
けた歴史がこんな数字に表れています。
　石狩地方は稲作が多いですが、江別だけ
を取り出すと米より麦の生産の方が多い。
まさに麦の里えべつだと言えるのではない
でしょうか。
　現在北海道では超強力粉品種が増え、中
力粉と混ぜることでパンやラーメン加工の
バラエティが広がりました。お菓子用の薄
力粉品種の登場は今後の研究次第ですが、
北海道全体として強力・中力・薄力粉をバ
ランスよくブランド展開できるようになれ
ば、道産小麦の未来も明るいと思います。
　江別について言及すると、あのハルユタ
カの独特な香りの原因はまだ解明されてお
らず、まだまだ研究の余地があります。そ
うしたことにも研究を進め、売り出してい
けば、さらに地域を代表するブランドとし
て育っていくのではないでしょうか。

食品加工研究センター
食品開発部 食品開発
グループ 研究主幹

谷藤 健
けん

 さん

江別はまさに
「麦の里」

江
別
ブ
ラ
ン
ド
の
小
麦
を

地
域
で
支
え
る
。



えべつ直売所
スタンプラリー2014
　生産者と消費者の顔の見える関
係を大切にし、江別の農産物を身
近に感じてもらうため、市内９つの直売所をラリーポイント
に設定したスタンプラリーを開催します。完走賞、中間賞な
ど豪華景品を用意しています。
ラリーガイドの配布場所：参加直売所と農業振興課のほか、
市役所ホームページ、「えべつアイ」ホームページからもダ
ウンロードできます。詳細：江別市「まち」と「むら」の交
流推進協議会事務局（農業振興課内☎ 381-1025）

近くのスーパーでも 安全・安心・新鮮
な

江別野菜 が手に入ります！

江別野菜を満喫！
バスツアー
参加者募集
　市内の直売所での買い物や、生でも食べられるスイートコー
ンの収穫体験、農家のかあさん直伝「江別野菜たっぷりカレー」
など、新鮮な地場産野菜を楽しめる内容です。野菜のお土産つき。
定員：一般20名。料金：1,500円。集合：江別市役所。申込：
8月13日㈬までに電話で農業振興課（☎381-1025）へ。応募
者多数の場合は抽選で、8月15日㈮前後に郵送で通知します。

　４年に一度の開催。江別ブランドの「小麦」を中心とした
「食」のイベントを開催します。入場自由！無料です。
※自家用車の方は、江別高校跡地をご利用ください。
詳細：小麦フェスタ 2014 in えべつ実行委員会事務局（農
業振興課内☎ 381-1025）

●江別産の小麦を「知ろう！」
○えべつと小麦の美味しい関係を…知ろう！フォーラム
　題：「道産小麦、江別産小麦の復活・再発見」
　有名ベーカリーシェフなどに道産小麦への期待と、今後の
可能性について提言していただきます。
○丸の内シェフが来江！「ワークショップ」
　江別産の食材を活用したサンドイッチの調理実演を見なが
ら、世界へ食を発信する東京丸の内シェフから見た江別の魅
力に耳を傾けてみませんか？（予定）
○小麦の知識を深めよう！パネル展示・小麦ライブラリー
　小麦の品種のパネル展示や小麦の資料を紹介する小麦ライ
ブラリーなども企画中。

●江別産の小麦を「体感しよう！」
○プロジェクション・マッピング

　最新のハイテク設備で IT のプロフェッショナルを育成す
る「北海道情報大学」。学生チームが「ハルユタカの夢」と題し、
ハルユタカの小麦畑を市民会館内に創り出します。

●江別産の小麦を「味わおう！」
○パン屋さん大集合／たくさんのパン屋さんが一堂に会して
新商品を含むパンを販売します。お好きなパンを探してみて
は！
○スイーツ・コーナー／昨年開催された江別青年会議所の「ス
イーツ・フェスタ」がアンコールにお応えします。
○物販コーナーなど／地元ブロッコリーを使った新商品の
試作品もお目見え。レストランのマキシドルパではイベン
ト当日限定の江別小麦めんや JA 道央ゆめちからパスタのメ
ニューを提供します。

　　  ＜市役所特設会場で同時開催！＞
※自家用車の方は、江別高校跡地をご利用ください。
○えべつ農業まつり／各種農畜産物展示・販売（野菜、生花、
乳製品、えぞ但馬牛など）、飲食コーナー、ちびっこ広場コー
ナー、ステージイベント（クイズ大会）など。
主催・詳細：えべつ農業まつり実行委員会（JA 道央江別営
農センター営農振興課内☎ 382-4114）

○まるごと江別 2014／江別の歴史・文化・産業・自然・生
活環境など「地域のたから」と言える魅力を紹介します。フー
ドコート、江別ゆかりのプロ・アマチュアアーティストによ
るステージイベントなどもあります。主催・詳細：江別青年
会議所☎ 383-9678（平日 10時～ 14時）

「えべつと小麦の美味しい関係」とは？

小麦フェスタ2014
inえべつ 会場：

江別市民会館

日時：8/30（土）10時～16時　会場：江別市民会館 ほか

日時：8/1（金）～ 9/30（火）
会場：市内各農産物直売所

日時：8/21（木）10 時～ 14 時 30 分
会場：市内各農産物直売所など

農家さんが直接野菜を卸
しにきます。「顔の見え
る関係」が安心です。

地域で支える
江別ブランド「ハルユタカ」

イベント

イベント イベント

江別野菜菜江別江別別野野野菜
　コープさっぽろ野幌店では今年 4月から地元野菜コー
ナーを拡大リニューアル。江別市「まち」と「むら」の
交流推進協議会事務局と協力して野菜を提供しています。
江別近郊の 30近い農家や農協、農園の野菜が並び、住
民に大好評です。夕方には品切れになることもあったた
め、現在は朝と昼、2回の商品仕入れで対応しています。

コープさっぽろ野幌店
（野幌松並町 9-20 ☎ 384-2211）

別別野野菜菜江江江江別別別別野野野菜
野菜コー地元ぽ 野幌店 は今年 4月から地元野　コープさっぽろ野幌店では今は今プ 年 4月か今 月コープさっぽろ野幌店幌店では今年 4月から地元元野野菜元野菜野菜コー

市「まち」と「むら」の別ナーを拡大リニューアル。江を拡大 ニューアル。江別拡 ア 別ナ 拡大 市ナーを拡大リニューアル。ル。江別市「まち」と「む市「まち」と「むら の」の
して野菜を提供しています。し力力し交流推進協議会事務局と協力交流交流推推進 会事務局 協力 野会事務 菜を会事 菜菜推進協議会事 協 野菜協議会事 協推進協議会事 協 菜を協議会事 協 菜事務 菜流推進推進協進協議会議会事会事務事務局務局と協力して野菜野菜を提供していますを提供提供していますす。。
農協、農園の野菜が並び、住農協や農や農家や家や江別近郊の 30近い農家江別近郊の 30近 農農家 野菜が農家 農園の 菜やや 協 農園の野菜が並や 協 農園の野菜 並や 菜い農家や農協、協、農園の野菜菜が並び、住び、住

には品切れになることもあったたに方方民に大好評です。夕方大好評です。 切れにな民民 は品評 品民 は品切れにな好評です 夕 品民 大好 切れ好評です 夕方民に大好評です。夕方には品切れになる もあ たることもあったた
の商品仕入れで対応しています。昼、22回現在は朝と昼、現在、現め、現め、 在在は 昼めめ 回の商品現めめ は のは現 商在 回の商品朝め の商品仕在めめ 現 回 品め 朝め 現在は朝め、現在現在は朝と昼、昼、2回の商品仕仕入れで対応品仕入仕入れ入れで対で対応対応 ますしていますす。。

　コープさっぽろ野幌店では今年 4月から地元野菜コー
ナーを拡大リニューアル。江別市「まち」と「むら」の
交流推進協議会事務局と協力して野菜を提供しています。
江別近郊の 30近い農家や農協、農園の野菜が並び、住
民に大好評です。夕方には品切れになることもあったた
め、現在は朝と昼、2回の商品仕入れで対応しています。



　

造
成
か
ら
50
年
を
迎
え
る
大
麻

団
地
。
憧
れ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
、
開
発
当
時
の
建
築
物
の
老
朽

化
と
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う

と
、
産
学
官
民
が
協
力
し
て
大
麻

団
地
の
優
位
性
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
再
生
へ
の
鍵
は
「
高
齢
者
の

住
み
替
え
」
と
「
子
育
て
世
帯
の

移
住
促
進
」
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

平
成
19
年
の
大
麻
団
地
ま
ち
づ

く
り
指
針
策
定
か
ら
数
年
、
平
成

25
年
９
月
に
は
国
の
補
助
を
受

け
、
指
針
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
を
進
め
る
た
め
の
組
織

「
江
別
市
安
心
生
活
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
運
営
協
議
会
」が
発
足
。

補
助
を
受
け
る
３
年
間
で
、
再
活

性
化
へ
の
基
礎
作
り
を
進
め
、
そ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
運
営
・
実
行

し
て
い
く
組
織
の
設
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

住
み
替
え
を
支
援

　

協
議
会
の
事
業
で
大
麻
団
地
の

住
み
替
え
を
希
望
す
る
高
齢
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
大
麻
住
ま
い

相
談
」
が
あ
り
ま
す
。
住
み
替
え

と
は
、
高
齢
者
な
ど
が
使
わ
な
く

な
っ
た
家
屋
を
貸
す
な
ど
し
て
、
広

い
住
居
が
必
要
な
子
育
て
世
代
な

ど
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
。
高

齢
者
は
近
く
の
施
設
や
集
合
住
宅

な
ど
に
移
住
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
手
厚
く
受
け
た
り
、
冬
の
困
難

な
除
排
雪
か
ら
解
放
さ
れ
た
り
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
住
ま
い
相

談
で
は
、
相
談
内
容
を
も
と
に

担
当
者
が
適
切
な
専
門
家
を
派

遣
し
、
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
も

の
。
昨
年
度
は
「
住
宅
を
売
り
た

い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
中
古
住
宅
の
購
買
、

全
面
改
修
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ

り
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い

く
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
今
年
か

ら
対
象
を
市
外
に
も
拡
大
。
貸
す

側
と
、
利
用
す
る
側
の
双
方
の
悩

み
や
不
安
に
こ
た
え
ま
す
。

　

他
に
も
、
参
加
者
の
ま
ち
づ
く

り
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
の
発
行
な
ど
活
動
を
活
発
化

大
麻
団
地 　

  

年
（3）

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
高
齢
者
施

設
な
ど
の
誘
致
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
が
あ
っ
た
「
交

流
農
園
」、
経
験
豊
富
な
高
齢
者

ら
に
よ
る
「
寺
子
屋
活
動
」、
な

ど
の
実
施
に
向
け
た
支
援
を
進
め

ま
す
。

住
民
と
学
生
の
相
乗
効
果

　

高
齢
化
率
30
％
と
言
わ
れ
る
大

麻
団
地
で
す
が
、
大
麻
地
区
全
体

で
見
る
と
、
３
つ
の
大
学
が
集
約

し
て
い
る
た
め
、
若
者
の
割
合
は

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
に
ぎ
わ
い

　8 年前に子ども 3 人、5 人家族
で大麻沢町に引っ越してきまし
た。札幌で社宅住まいだったので
一戸建てに住みたくて。大麻団地
は自然も豊かだし、静かで住みや
すいと感じています。お年寄りが

多いので、子どもたちに優しくしてくれて嬉しいで
すね。最近は同じ世代の人も増えてきていますよ。

大麻に移住した
岩本 民江（いわもと たみえ）さん 

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

「
再 
生
」

「
再 
生
」

「
再 
生
」

「
再 
生
」

「
再 
生
」

「
再 
生
」

「
再 
生
」



大麻を
　見つめて

の
創
出
に
は
、
ど
れ
だ
け
学
生
を

地
域
に
巻
き
込
み
、
呼
び
込
め
る

か
も
重
要
と
言
え
ま
す
。
実
際
に

お
祭
り
な
ど
に
は
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

大
麻
地
区
自
治
連
合
会
連
絡

協
議
会
の
佐
藤
功つ

と
む

会
長
は
「
学

生
が
い
な
け
れ
ば
祭
り
は
成
り
立

た
な
い
。
若
い
力
は
大
麻
の
発
展

に
必
要
不
可
欠
。」
と
話
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
も
地
域
の
人
々

と
の
関
わ
り
は
貴
重
な
社
会
経
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
大
麻
・

文
京
台
夏
ま
つ
り
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
北
翔
大
学
の

藤
崎
俊
介
さ
ん
は
「
サ
ー
ク
ル
活

動
で
地
域
の
人
た
ち
に
い
つ
も
支

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
恩
返
し
を

し
た
い
。
各
世
代
の
い
ろ
ん
な
人

が
連
携
・
協
力
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
ま
す
。
大
学
の
存

在
を
活
か
し
、
学
生
を
巻
き
込
ん

で
地
域
全
体
で
育
て
て
い
く
こ
と

は
住
民
と
学
生
双
方
に
と
っ
て
良

い
相
乗
効
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
か
ら
広
が
る
輪

　

大
麻
銀
座
商
店
街
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る

元
気
プ
ラ
ザ
’ ｓ
が
平
成
25
年
度

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
は
、

誰
で
も
自
由
に
使
え
る
地
域
の
空

間
。
特
に
子
育
て
世
代
が
子
ど
も

を
遊
ば
せ
な
が
ら
経
験
豊
富
な
高

齢
者
に
育
児
相
談
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
兼
ね
揃
え
て
い
ま
す
。

「
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
」

と
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ス

　

他
に
も
商
店
街
に
は
空
き
店
舗

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
入
る
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
の
拠
点
を
目
指
し
た

活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
麻
団
地
50
周
年
を
記
念
し
、

３
回
の
連
載
で
団
地
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
に
臨
む
私
た
ち
に

と
っ
て
、
大
麻
団
地
再
生
へ
の
挑
戦

は
明
る
い
未
来
に
向
か
う
た
め
の

試
金
石
で
も
あ
り
ま
す
。

 

政
策
推
進
課
☎
381
‐

１
２
９
５
、
市
役
所
大
麻
出
張
所

　大麻団地は非常に潜在能力が高い。札幌都心に電車で約 12 分の距
離で、緑が豊か、幼稚園や小学校もあり、子育てにはもってこいの場
所。再生できないはずがない。
　大麻団地は３つの特徴があります。１つめは幼稚園を核に、周りに公
園や住居を配置し地域コミュニティを形成するという画期的な計画理論
をもとに形成されたこと。2つめは国道12号からの直通を回避し、さ
らに多くの袋小路を作ったことで通過交通（団地内への単なる通り抜け
目的の通行）を徹底的に排除したこと。3つめは原生林のなごりである
自然地形（沢）を残し、既存の植生を生かしたこと。これらは居住に快
適な環境を作り、理想的なニュータウンの形でしたし、子育てに最適な
環境は今も変わりません。そのため、大麻団地再生のキーワードは「子
育て世代の呼びこみ」と「住み替え」です。その仕掛けが不可欠です。
　一人住まいの高齢者は、一見便利に思える札幌都心部に移り住みたが
りますが、それは得策とは言えません。札幌都心に移住しても、新たに
人間関係を作っていくのは難しく、孤立してしまいます。そうした高齢
者が移り住むための、集合住宅が大麻駅周辺に必要だと考えています。
　一人暮らしが難しくなってきた高齢者は、住居を売却するのではなく、
子育て世帯に貸します。集合住宅には同じ地域に住んでいた住民が集
まり、話を共有することができますし、除雪などの苦悩から解放されま
す。駅も近いので病院などにも通いやすい。団地内の戸建て住宅には、
広いスペースが必要な子育て世代が住み、にぎわいが出てくるでしょう。
　ただ住み替えには貸し手と借り手の２者が交渉するのでトラブルが発生
しやすくなります。それを防止するために住み替えなどの支援に、産学官
民が協力して組織を作り、運営する必要があります。信頼できる組織が
運営するなら、トラブルも少なく住み替えが促進されます。結果としてリ
フォームなどで地元企業も潤います。そういう仕組み作りが必須です。
　まちづくり指針には、このような具体的な手順が示されていたのです
が、策定して３年程たっても動きがありませんでした。平成 25年に国
の補助を受け、協議会ができやっと、少し動き出しました。理想のモデ
ル通りにいけば、大麻の未来は明るいと感じています。
　ただ課題としては、まちづくりに関心のある住民がまだ少ないこと。住
民一人ひとりが個人の視点でなく、まち全体を見る地域人として課題を受
け止め、まちづくりに積極的に関わっていく必要があると考えています。

無
料
相
談
と
講
演
会
の
案
内

● 

大
麻
住
ま
い
相
談

　

大
麻
地
区
の
住
ま
い
や
住
み
替
え

な
ど
に
つ
い
て
、
不
動
産
・
建
築
・

福
祉
な
ど
の
専
門
家
が
個
別
に
相
談

を
受
け
ま
す
（
無
料
・
相
談
希
望
日

の
前
の
週
ま
で
に
要
予
約
）。

日
時
／
日
程
調
整
。
会
場
／
市
役
所

大
麻
出
張
所
。

 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
え
べ
つ
協
働
ね
っ
と
わ
ー
く

☎
374
‐
１
４
６
０
（
土
日
祝
日
除
く
）

※
12
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

● 

築
30
年
の
我
が
家
　
こ
れ
か
ら
先

の
住
ま
い
方
・
暮
ら
し
方
〜

　

住
み
慣
れ
た
我
が
家
も
年
数
が
経

ち
、
終
の
棲
家
に
し
た
い
、
譲
り
た

い
・
貸
し
た
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
設
計
を
考
え
た
と
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　

住
ま
い
の
維
持
・
補
修
や
世
帯
構

成
・
身
体
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
、
自
助
具
を
使
っ
た
暮
ら

し
を
快
適
に
す
る
工
夫
な
ど
の
事
例

や
留
意
点
を
お
話
し
し
ま
す
（
無
料
・

申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ
）。

日
時
／
８
月
22
日
㈮
14
時
〜
16
時
。

会
場
／
大
麻
東
地
区
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
麻
東
町
13
‐
11
）。

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
。

講
師
／
一
級
建
築
士
事
務
所 

自
然
（
じ

ね
ん
）
主
宰
・（
一
財
）
北
海
道
建
築
指

導
セ
ン
タ
ー
住
宅
相
談
員  

東 

道
尾

（
ひ
が
し 

み
ち
お
）
氏

 

政
策
推
進
課
住
環
境
活
性
化

･

公
共
交
通
担
当
☎
381
‐
１
２
９
５

札幌学院大学
太田 清澄 （きよずみ） 教授

大麻団地は
再生できる

社会情報学部教授。研究分野は社
会システム工学、都市計画など。
大麻団地まちづくり指針策定の中
心的存在。江別市安心生活まちづ
くり推進事業運営協議会会長。

☎
382
‐
４
８
５
５



　

平
成
25
年
12
月
か
ら
平
成
26
年

1
月
末
ま
で
、
広
報
誌
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
新
し
い

学
校
名
を
募
集
し
た
結
果
、
読
み

方
で
66
種
類
、
表
記
で
85
種
類
に

及
ぶ
、
の
べ
166
件
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

校
名
案
は
、
ご
応
募
い
た
だ
い

た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
江
別
小

学
校
・
江
別
第
三
小
学
校
統
合
校

準
備
委
員
会
で
2
回
の
投
票
に
よ

る
絞
り
込
み
と
慎
重
な
協
議
に
よ

り
、
委
員
16
人
の
満
場
一
致
で
選

定
さ
れ
、市
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
3
月
定
例
教
育
委
員

会
で
承
認
さ
れ
た
後
、
6
月
市
議

会
で
江
別
市
立
学
校
設
置
条
例
の

改
正
が
議
決
さ
れ
、
正
式
に
江
別

第
一
小
学
校
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

江
別
開
村
の
地
に
誕
生
す
る
新

し
い
小
学
校
と
し
て
歴
史
あ
る
江

別
小
学
校
と
江
別
第
三
小
学
校
の

伝
統
と
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、
両
校

が「
一
つ
に
」な
っ
て
、新
た
な「
第

一
歩
」
を
踏
み
出
す
と
の
思
い
か

ら
、
委
員
の
総
意
で
、
こ
の
学
校

名
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
別
市
で
は
、
学
齢
人
口
の
減

少
に
よ
り
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
21
年

に
江
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
計

画
を
策
定
し
、
学
校
の
統
廃
合
を

伴
う
、
適
正
規
模
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
江
別
小
学
校
と
江
別
第
三

小
学
校
は
、
学
校
間
距
離
が
近
い

状
況
に
あ
り
、
と
も
に
校
舎
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
合

し
校
舎
を
改
築
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

両
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
自
治
会
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
長
い
時
間
を
か
け
て
協
議

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
か
ら

地
域
関
係
者
で
構
成
す
る
地
域
協

平
成
28
年
4
月
　
江
別
小
学
校
・
江
別
第
三
小
学
校
は
統
合
し
、

江
別
第
一
小
学
校
が
開
校
し
ま
す

● 

統
合
校
の
校
名
決
定

● 

統
合
へ
の
協
議
に
つ
い
て

江別第一小学校　校舎イメージ図

議
会
を
設
置
、
そ
の
後
、
統
合
委

員
会
を
組
織
し
、
話
し
合
い
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
6
月

か
ら
、
江
別
小
学
校
・
江
別
第
三

小
学
校
統
合
校
準
備
委
員
会
と
し

て
、
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

建
設
案
を
協
議
し
た
結
果
、
最
も

早
く
建
て
替
え
が
可
能
な
、
現
在

の
江
別
第
三
小
学
校
の
敷
地
に
建

設
す
る
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
既
存
の
体
育
館
を
利

用
す
る
こ
と
や
、
両
校
の
児
童
が

揃
っ
て
新
し
い
校
舎
の
完
成
を
迎

え
る
た
め
、
新
校
舎
竣
工
前
の
平

成
28
年
4
月
に
統
合
す
る
こ
と
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

江別小学校の外観



　

平
成
28
年
4
月
の
開
校
に
向
け

校
歌
や
校
章
の
作
成
、
通
学
路
の

安
全
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
新
校
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
調
整
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

● 

開
校
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
江
別
小
と
第
三
小
、
統
合
校
の

　
概
要
と
そ
の
す
が
た
。

1. 多彩なフリースペース 4. 地域と親しむ学校

2. 調べ学習が楽しくなるメディアスペース 5. 食べる楽しさや知識に触れる食育の場

6. 放課後児童の安全・安心3. 特別支援教育の中核的役割

・大小の多目的教室を配置し学年単位の研修や少人数単位の活動に対応
　します。
・小さなスペースを設置し、児童の自由な遊び場をつくります。
・広いエントランスホールを行事や作品展示などに活用します。

・エントランスホールとラウンジは保護者や住民が学校に親しみやすく
　します。
・両校の歴史に触れる郷土資料展示コーナーを設けます。
・地域の景観を展望しながら活動できるペントハウスを設置します。

・図書室と PCコーナーを向い合せに配置し、調べ物学習に対応します。
・両室の出入口の開放性を高め親近感を持てるよう配慮します。

・異学年や親子で交流しながら食事ができるランチスペースを整備します。
・家庭科教室とランチスペースを近接配置して多様な授業に対応し ます。

・放課後児童会を学校施設に併設します。・特別支援教室とプレイルームを配置します。
・江別地区初めての通級指導教室を開設します。
※通級指導教室とは、通常の学級に在籍する、特別な教育的支援を必要とす
る児童に対して、特別な指導を行う教室。

　
　
　

学
校
教
育
支
援
室
（
学
校

　
　
　

教
育
支
援
担
当
）

　
　
　

☎
381　

１
４
０
９

●学校の改築・統合スケジュール　　　　　　※事業の内容、スケジュールは変更になる場合があります。

江別第三小学校の外観 ※平成 26年 5月現在

　

基
本
設
計
と
は
、
学
校
な
ど
を

建
設
す
る
際
に
、
基
本
的
な
間
取

り
、
外
観
な
ど
の
概
要
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

江
別
第
一
小
学
校
の
新
校
舎
の

基
本
設
計
が
、
統
合
校
準
備
委
員

会
の
提
出
し
た
中
間
報
告
書
を
踏

ま
え
、学
校
な
ど
と
協
議
を
重
ね
、

完
成
し
ま
し
た
。
地
域
と
親
し
む

学
校
を
目
指
し
、
地
域
の
方
々
と

の
協
議
を
経
て
、
作
り
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
設
計
は
、
江
別
第
一

小
学
校
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
新

た
な
歴
史
を
き
ざ
む
統
合
校
に
ふ

さ
わ
し
い
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
、
上
記
の
と
お
り
、
6
つ
の
特

徴
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
新
校
舎
基
本
設
計
の
完
成

-

江別第一小学校はどんな学校？

新校舎の 6つの特徴
 ・新たな歴史をきざむ統合校にふさわしい、新校舎の６つ
　の特徴をご紹介します。



江別市立野幌小学校きめ細かな指導と豊かな体験活動で可能性を伸ばす教育
森を愛する、愛林の学校 Nopporo Elementary School

市内唯一の小規模特認校

　少ない人数だからこそ、きめ細かな
指導が可能です。

　夏休みや冬休みにも勉強を教えあう
「学習広場」を開設。苦手を克服します。

　少人数ならではの、活躍の場があり、
コミュニケーション能力を高めます。

　１年間を通して、野幌原始林の自然
を体感しながら学習します。

　豊かな自然を活用し、「原始林ラン」
「クロスカントリー」、市内唯一の「原
始林スクール」（宿泊）を実施します。

　野幌小は、大きい学年の子が小さい
学年の子をやさしく見守り、安心感
たっぷりです。

　全校給食、縦割り班清掃、休み時間
にも異学年の子どもが一緒に過ごしま
す。

　全校遊び、休み時間の器具遊び、体
育の授業 10 分間の「体力を高める運
動」を計画的に位置づけています。

野幌小学校 入学児童募集
●児童募集
　　平成 27 年度の入学予定の新一年生 16
　名程度とその他の学年で若干名。
●入学条件
　　心身ともに健康であること。登下校時
　の安全の確保など、保護者の責任のもと
　通学できること（正規の通学区域を越え
　ての通学のため）。
●説明会
　日時：8月 29 日㈮ 14 時～
　会場：野幌小学校（西野幌 252）

　　　野幌小学校 ☎ 382-2151
　　　または学校教育課 ☎ 381-1058

きめ細かな指導で学力が伸びます。

自然豊かな野幌森林公園での活動を通し、元気いっぱいの子どもが育っています。

全校児童が仲良し。思いやりの心があふれています。

　野幌小学校には、「愛
あいりんしょうねんだん

林少年団」
という異学年で活動するグループが
あります。大きい学年の生徒が小さ
い学年の生徒を見守り、助け合いな
がら学校生活を送る、子どもたちの
絆がつよい学校です。
　野幌原始林に囲まれた、すばらし
い学びの場をご紹介します。

小規模特認校とは？
　小規模特認校とは、通常の通学区域に関わらず、江別市全域どこからでも通うこと
ができる制度です。江別市では、雄大な自然環境を生かした伝統的な校風を持つ野幌
小学校のみが指定されています。



　

災
害
対
応
関
係
各
団
体
の
連
携

と
、
防
災
減
災
意
識
の
向
上
を
目

的
に
「
平
成
26
年
度
江
別
市
防
災

訓
練
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

体
験
ブ
ー
ス
へ
の
参
加
や
訓
練

●
日
時
／
８
月
10
日
㈰
10
時
〜
13

時
（
予
定
）

●
会
場
／
北
海
道
消
防
学
校
（
中

央
町
16-

１
）

●
内
容
／
①
防
災
運
動
会
（
市
民

に
よ
る
災
害
対
応
訓
練
）　

バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
や
応
急
担
架
に
よ
る
搬

送
な
ど
の
体
験
訓
練
。
／
②
関
係

機
関
救
助
連
携
訓
練　

被
災
状
況

の
把
握
、
救
出
搬
送
ま
で
の
連
携

体
制
を
訓
練
（
見
学
可
）。
／
③

防
災
関
係
機
関
展
示　

防
災
減
災

に
関
す
る
取
り
組
み
を
ブ
ー
ス
展

示
。
④
防
災
関
係
車
両
展
示
。

 

詳
細　

総
務
部
総
務
課
危
機
対

策
・
防
災
担
当 

☎
381-

１
４
０
７

　

昨
年
８
月
の
京
都
府
福
知
山
市

花
火
大
会
の
露
店
で
の
事
故
を
背

景
に
、
江
別
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
今
月
１
日
か
ら
改
正
し
ま

し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

　

多
数
の
方
が
集
ま
る
祭
礼
、
縁

日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
な
ど
の

催
し
で
、
火
気
器
具
（
コ
ン
ロ
、

グ
リ
ル
、
ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
な

ど
）
を
使
用
す
る
露
店
な
ど
を
開

設
す
る
場
合
、「
消
火
器
の
準
備
」

と
「
事
前
の
届
出
」
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
催
し
は
、
不
特
定

の
人
間
が
集
ま
る
市
民
ま
つ
り

や
秋
季
例
大
祭
、
大
学
祭
や
事
業

所
が
行
う
集
客
・
販
売
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
す
が
、
個
人
的
な
つ
な

が
り
で
集
ま
る
近
親
者
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
自
治
会
や
町
内
会
の
催

し
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
安
全
の
た
め
、
対
象
外

と
な
っ
た
催
し
に
つ
い
て
も
消
火

器
・
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
準
備
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

☎

㈪

見
学
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
当
日

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

防災運動会もありますます
㈰

　

露
店
の
出
店
数
が
100
店
舗
以
上

で
１
日
当
た
り
の
人
出
予
想
が

10
万
人
以
上
と
な
る
大
規
模
な
屋

外
で
の
催
し
を
対
象
と
な
る
地
域

で
行
う
場
合
、
開
催
の
14
日
前
ま

で
に
「
防
火
担
当
者
の
選
任
」
と

「
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関

す
る
計
画
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
地
域
は
、

江
別
駅
前
通
り
周
辺
、
野
幌
駅
前

通
り
周
辺
、
大
麻
中
央
公
園
、
江

別
市
役
所
周
辺
、
北
海
道
立
野
幌

総
合
運
動
公
園
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
届
出
が
必
要
か
な

ど
の
不
明
な
点
は
、
消
防
署
予
防

課
か
最
寄
り
の
消
防
出
張
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

詳
細　

消
防
署
予
防
課 

☎
382-

５

４
３
０



N

　

江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
で
は
、

野
幌
駅
か
ら
東
西
南
北
に
延
び
る

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
は
、
植
樹
帯

を
設
け
、
歩
道
の
舗
装
に
は
江
別

産
の
れ
ん
が
を
用
い
る
ほ
か
、
自

転
車
と
歩
行
者
の
ゾ
ー
ン
を
分

け
、
所
ど
こ
ろ
に
ベ
ン
チ
を
設
け

て
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
休
憩
の

と
れ
る
、
ゆ
と
り
の
空
間
と
し
た

緑
豊
か
な
散
策
路
で
す
。

☎

側
（
札
幌
側
）
約
110
㍍
を
、
北
は

引
き
続
き
②
野
幌
駅
か
ら
国
道
12

号
へ
向
か
う
一
部
約
90
㍍
、
南
も

③
約
60
㍍
の
計
約
260
㍍
を
整
備
し

ま
す
。
作
業
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

詳
細　

都
心
整
備
課 

☎
381-
１
０

８
２

　

す
で
に
完
成
し
て
い
る
国
道

12
号
か
ら
湯
川
公
園
ま
で
の
920

㍍
の
遊
歩
道
は
、
江
別
市
の
歴

史
・
文
化
を
伝
え
る
湯
川
公
園
の

野
幌
屯
田
兵
屋
を
は
じ
め
、
屯
田

資
料
館
や
ガ
ラ
ス
工
芸
館
、
噴
水

や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
が
点
在

し
て
い
て
、
散
歩
道
や
通
学
路
と

し
て
も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
野
幌
駅
を
中
心
に
、

西
は
①
野
幌
８
丁
目
通
か
ら
西

26 年度整備箇所
整備済み箇所
整備予定箇所



●
集
団
資
源
回
収

　

自
治
会
、
学
校
な
ど
各
種
団
体

　

生
ご
み
は
、

腐
敗
し
や
す
く

臭
い
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、

家
庭
で
し
っ
か

り
水
分
を
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

石
原
光
貴
（
み
つ
た
か
）

さ
ん
。

③
９
月
17
日
㈬
14
時
15
分
〜
15

時
45
分
／
町
村
農
場
（
篠
津
183

の
同
農
場
に
現
地
集
合
。
25
名

限
定
で
市
民
会
館
よ
り
バ
ス
の

送
迎
も
あ
り
。）
／
町
村
農
場

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
見
学
。

④
10
月
１
日
㈬
14
時
〜
15
時
30

分　

野
幌
公
民
館
／
誰
で
も
で

き
る
エ
コ
運
転
／
日
本
自
動
車

連
盟
札
幌
支
部　

山
口
博
之
さ
ん
。

⑤
10
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
／
野
幌
公
民
館
／
省
エ
ネ
・

節
電
の
コ
ツ
と
取
組
み
／
家
庭

の
省
エ
ネ
エ
キ
ス
パ
ー
ト　

岡

崎
朱
実
さ
ん
。

 

申
込
・
詳
細　

８
月
６
日
㈬

か
ら
電
話
で
環
境
課
☎
381-

１
０
１
９
へ
。

で
は
、
自
主
的
な
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
と
し
て
集
団

資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
回
収
品
目
、
回
収
日

な
ど
は
、
各
団
体
で
独
自

に
決
め
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
各
団
体
の
役
員
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
市
が
収
集
す
る
資
源

物
　

び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
白
色
ト
レ
イ
、
紙

パ
ッ
ク
で
す
。

●
資
源
物
と
紛
ら
わ
し

い
ご
み

　

一
部
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
「
資
源
物
と
紛
ら
わ

し
い
ご
み
」
も
あ
り
ま
す

の
で
、
下
の
表
を
ご
覧
の

上
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

詳
細　

廃
棄
物
対
策
課

減
量
推
進
係 

☎
383-

４
２

１
１

　

家
庭
で
も
、
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
な
ど
を
利
用
し
て
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
容
器
の
購
入
に
あ

た
っ
て
は
市
の
助
成
金
制
度
（
１
，

０
０
０
円
以
内
）
も
あ
り
ま
す
。

①
段
ボ
ー
ル
式
容
器
／
屋
内
に
設

置
で
き
、
安
価
。
価
格
は
約
１
，

６
０
０
円
。

②
密
閉
式
容
器
／
臭
い
や
虫
の
心

配
も
少
な
い
。
価
格
２
，
０
０
０

円
〜
３
，
０
０
０
円
。

③
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
／
多
量
の
生

ご
み
を
投
入
で
き
、
手
間
が
さ

ほ
ど
か
か
ら
な
い
。
価
格
は
４
，

０
０
０
円
〜
８
，
０
０
０
円
。

　

助
成
制
度
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

詳
細　

廃
棄
物
対
策
課
減
量
推
進

係
☎
383-

４
２
１
１

　

水
切
り
の
コ
ツ

・
乾
燥
し
て
い
る
生
ご
み
は
濡
ら

さ
な
い
。

・
野
菜
、
果
物
の
皮
な
ど
は
使
え

な
い
部
分
を
洗
う
前
に
取
り
除

き
、
ト
レ
イ
に
乗
せ
乾
燥
さ
せ
た

後
、
直
接
ご
み
箱
へ
。

・
お
茶
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
、
太

陽
に
あ
て
水
分
を
飛
ば
す
。

・
水
切
り
ネ
ッ
ト
、
水
切
り
器
を

使
い
、
最
後
に
ひ
と
絞
り
す
る
。

　

家
庭
で
堆
肥
化
を

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
続
講
座

     

夏
場
の
ご
み
減
量
対
策

　

私
た
ち
の
生
活
と
暮
ら
し
の

中
で
身
近
な
環
境
の
話
題
を

テ
ー
マ
に
、
５
回
連
続
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
定
員
40
人
（
先

着
順
）
で
受
講
料
無
料
。
原
則

５
回
連
続
受
講
と
し
ま
す
が
、

１
回
の
み
の
受
講
も
可
。

　

開
催
日
時
、
会
場
、
内
容
、

講
師
は
次
の
通
り
で
す
。

①
８
月
20
日
㈬
14
時
〜
15
時
30

分
／
野
幌
公
民
館
／
江
別
の

水
、
そ
し
て
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
／
藤
女
子
大
学 

客
員
教

授
（
公
財
）
北
海
道
環
境
財
団 

理
事
長 

小
林
三
樹
（
み
つ
な
）
さ
ん
。

②
９
月
３
日
㈬
14
時
〜
15
時
30

分
／
野
幌
公
民
館
／
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
の
発
電
状
況
と
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開

／
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱ 






